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· 出席者は記録者が印を付ける。
· 出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（捺印）すること。

＜連絡事項＞

・H25年度職員旅行（1泊）について
旅行日程：1班　6/14（金）～6/15（土）、2班　6/26（水）～6/27（木）出発9：15

3班　7/18（木）～　7/19（金）出発8：35
旅行先：北海道　函館方面
宿泊先：湯の川温泉　平成館
今後、班編成を上野SGMが行なうが、出発時間の関係で都合が悪い日程がある時は申し出る事。
・能力開発カードを5/15(水)までに上野SGMまで提出する事。

・5/15(水)までにプログラムのテキストを作成し、プログラムのグループ分け基準についても考える事。またプログラムの実施時間配分についての意見をプログラム班（中村・川井・慶長）まで。

・5/20（月）部署懇談会欠席者の懇談会が行なわれる。参加者は、松村・川井。

　場所：グランドサンピア　2階　白神の間

　時間：18：00～

・佐々木弘子～5/13（月）まで病欠。

・人事考課の面談を本日は櫻田・松村、5/10（金）は川井が行なう。

・高阪　博英様～5/14からデイケア利用開始となる。デイケア週2回火・金曜日利用、訪問看護月・水曜日利用。デイケアと訪問看護を2～3回休むと、外来から妹様へ連絡する事、2年間を目途に継続して行なう事となっている。

・清水　泰雅様～金曜日は青山荘利用となる。

＜利用者様情報＞

・高田　マキ様～本日8：30、ビリーブケア・佐藤様より架電あり。5/8（水）19：30、ビリーブケア・佐藤様付き添いにて日赤病院受診し、日赤病院精神科へ医療保護入院となったとのこと。

診察にて妄想様の発言聞かれており、“盛岡へ行く事は難しいのでは？”と主治医が本人に話したところ、主治医を叩く行為も見られていたとのこと。その後、部長先生からの診察も受け妄想状態活発で在宅からの通院加療は困難な状態であること、入院治療が必要であると判断。ご家族へ連絡し母様が来院。本人が入院を拒否した事から医療保護入院となっている。入院期間は未定だが、短くて2週間程の入院となる可能性を話している。デイケアは昨日付けで退所となる。

ビリーブケア・佐藤様が5/6（月）に本人へ連絡をした際も、「5/10に彼と結婚式をして、5/20にアメリカに新婚旅行に行く」などの妄想発言が聞かれていたとのこと。受診の際、現在の主治医（コシダDr）について、『私のことをあんなに引き止めるのは、きっと私に気があるからだ』といった内容の発言が本人から聞かれていたとのこと。今後、現在の主治医へ関係妄想の対象が移る可能性があると情報ある。

日赤病院より、今後の対応として在宅での治療は困難であると見解あり、急性期病棟での対応ではなく慢性期病棟での対応が必要とのこと。入院加療もしくは施設等へ入所しての加療が妥当ではないか？と話していた。関係機関でのカンファレンスにて、詳細を決定出来れば良いとビリーブケア・佐藤様からも希望聞かれている。

また、本人、眠れていなかったのか2週間分処方の眠剤が残り6日分しかなかったとのこと。次回受診は5/20（月）となっていたため、1度で2～3回分ほどを服用していた可能性があると佐藤様より情報あるが、本人から事実確認は取れていない。

ご家族に連絡した際、本来は父様が保護者として書類への記載をされているが父様が本人を拒絶している事から、入院の手続き等も含め殆どの関わりを母様が行っている（代筆・代理）とのこと。今後も母親が保護者代理で動く事になるであろうとのこと。

上記内容を佐藤様より青明舎へも情報提供をして下さると事となっている。

・清川　厚子様～本日は「八食のコンビニにいる。デイケアに行きたくない」と連絡ある。再度電話があり、夫様からデイケア欠席した事で怒られたと電話があった為、来所を促すと12：30に来所されている。来所時、発熱37.5℃あり、夫様へ本人が電話すると切られている。保冷剤で両脇を冷やし様子観察している。また、顔面と頭髪の清拭も行なっている。訪問看護での足の処置も行なっているとの事。

・小坂　君子様～昨日「一身上の都合で休みます」と連絡ある。最近は幻聴がないと話されている。

・繁名　和恵様～「喉が痛い。頭が痛い」と話し静養室で休まれている。喉の違和感や喉から上に上がってくるような感じもあるとの事。幻聴は治まり、熟睡は出来ているとの事。

・古館　ヨリ様～アパートの大家が亡くなり、振込先が変更になると話されている。本日、銀行へ行き振り込み券を作る予定で、“一人で行ってよいものか”“勝手にやってよいのか”と不安を話されている。銀行員へ相談してみるよう促している。また、昨日早朝にホームセンターから沢山の物を購入し歩いている様子をスタッフが確認しており、本日も根城の銀行まで歩くと話されている。疲労感軽減の為に本日はバス利用するよう説明していく。

・柳町　信之様～本日はナイトケア欠席すると連絡ある。入浴について確認すると、4月末に銭湯（根城）に行ってきたと話されている。

・関　　秀治様～5/6(月)に南寿の里付近の民家にて火災があったが、火災についての不安感はないと話されている。

・村上　元道様～5/6(月)に南寿の里付近の民家にて火災があり、避難してきた人の世話を行ないあまり眠っていないと話されていたが、昨日は寝すぎてしまったと話されている。

・藤村　　翔様～5/6(月)の火災を受けて、5/7（火）青山荘で防災について話し合っているが、今後デイケアでも防災について行ないたいとの事で、SSTでお題を提供している。

・岩城敏夫様・小笠原富治様・大久保康弘様～本日、外出プログラム終了している。

・古館　正行様～昨日の帰荘時に「ダーメ。ダーメ」と話し、イライラ感の確認すると「イライラする」と話されている。青風荘では、特に変わりがなかったと申し送りある。デイナイトケアでは、大きな声での空笑がありプログラムの進行が出来ず、本人も空笑を止めることが出来ない。落ち着きのなさも見られている。5/10（金）の外出プログラム参加予定となっているため、疲労感があるのであれば外出の有無を検討していく。

・田中　　一様～来所時に不調を訴え「血圧が高くなった」と血相を変えている。間食として、めんつゆや梅干、漬物など毎日摂取していると話し、血圧高値について原因は理解している様子。静養室を使用したいと訴えるが、他に利用希望の利用者様もおり、交互に使用する様説明するが「具合が悪くて話せません」とイライラした様子で話されている。その後、静養室利用する事でイライラ感は落ち着いている。

・下町サン子様～胸部から腹部にかけての痛みを訴え「手術に連れて行ってほしい」と訴えている。活気のなさが見られている。

・其田　淑子様～本日、下肢を20分間マッサージすると、41.5cmから41cmへと浮腫が減っている。今後も、定期的にマッサージを行っていく。

＜事例検討＞

五日市　規様（61）統合失調症　　合併症：糖尿病・関節リウマチ

検討内容

目標・治療計画の検討

長期目標

生活環境に慣れ、再発させない

中期目標

生活の不安・病状変化を察し、対処できるようになる
短期目標

①自身の変化を感じた際には伝える事が出来る。

②生活で困った事を表現出来る。

治療計画
①疲労・睡眠など病状悪化の兆しについて確認を行う。

②生活のしづらさを感じている事はないか確認し、必要時は関係機関と連携を図る。

現病

・睡眠は22：30～5：30までの7時間で安定している。日中に眠気があり、昼寝の時間を作るが、日中活動に支障はないとの事。

・疲労感はあるが、眠ると改善するとの事。

・疲労感や皮膚科受診など、変わった事があるとスタッフへ報告してくれる。

・生活面では、青山荘で当番を行うようになってきた事で、覚えなければいけない事が沢山あり大変だと話す。しかし、朝・夕の当番を行っていない為「早くやれるようにならないといけない」と焦りがあると話される。

・膝の痛みについて、斜めに体重をかけると痛いと話すが、生活に支障がなければ良い事を伝えている。

青山荘より情報提供　　　

・手足・頭部の湿疹は、皮膚科の軟膏処置している。

・当番は、二人当番の所に入っていただき、役割を覚えていただいている。

· 指摘した事は素直に受け止めている。

・活性化を目的として、プリントを行っている。

・退所後は、当院近隣のグループホームか施設入居を考えているとの事。

・ラピア近辺に妄想がある「俺の土地だ」と話す事がある。

・滅多にないが、服薬を忘れる事がある。

検討結果

・保清面は改善されてきているが、現在も頭髪や耳周辺に垢が見られる為、見かけた際は声掛けを行っていく。

＜外来患者様情報＞

・長瀬　紘一郎様～前回の採決結果について、今すぐ気をつける事はなく、現在の生活を続けるようにとアドバイスある。

・船場　幸子様　～胸部X－P施行するが、異常所見なし。

・鹿原　博夫様　～採決施行。尿検査は異常なし。

